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本年度の報恩講について 
 

昨年の報恩講はコロナ禍にありなが
らほぼ例年と変わらない形でお勤めす
ることができました。ひとえに皆様方
のご理解と変わらぬご支援の賜物と感
謝申し上げます。また、御礼と報告が
遅れましたことお詫び申し上げます。 
 さて、今年のお盆以降の感染爆発と
評されるような状況に随分悩まされま
したが、今年度の報恩講も何とか昨年
同様に感染対策を講じながらお勤めさ
せていただけたらと思います。私たち
の先達は幾多の困難の中でお念仏を称
えるその姿をもって私たちにお念仏を
伝えてくださいました。いまこそ「先
に生まれんものは後を導き、後に生ま
れんものは先を訪え」に倣う時です。 
 

ご注意ください 
 
緊急事態宣言の発令、蔓延防止等重点
措置該当地域となった場合は、一般ご
門徒の参詣は控えさせていただきき、
住職と門徒代表者である役員とでお勤

めさせて頂きます。また、住職家族に
感染者、濃厚接触者が認められた場合
は執行中止といたしますので、よろし
くお願いいたします。 
 なお、その際は発送できる猶予があ
れば葉書で通知させて頂きますが、日
程等の諸事情により発送する余裕がな
い時はホームページ上でのお知らせと
させていただきますので宜しくお願い
致します。 
 
 

令和３年度皆満寺報恩講日程 
 
11月 13日（土）午前 9時半 初日中 
11月 13日（土）午後１時  大逮夜 
11月 14日（日）午前 9時半 満日中 
11月 14日（日）午後１時  お浚い 
 
 

日ごとの地域分けのご協力を 
 
本年も地域分けのご協力を頂いて勤

めさせていただきます。ご不便を強い
ますが、よろしくお願いいたします。 
 

※ご都合合わない方は 
ご無理のなきように願います 

 
１３日 中山 市場 北山 上ケ 玉東 

緑 東大高 冨貴市場 町外 
 
１４日 馬場 下門 小迎 玉西 大足 

原田 冨貴新田 町外 
 
１３日午前が混み合います。午後でも
よい方は午後のお参りをご検討下さい。 
 
※本堂は換気のため建具はほぼ全開に
なると思われますので、寒さ対策とし
てひざ掛け等お持ち寄り下さい。 
 

大切な人との別れは 

「終わり」ではなく 

「始まり」なのかもしれません 

荒山 信 



報恩講志のお願い 
 
本年も皆様のお力添えを頂戴してお

勤めさせていただきたく存じます。お
一人２，０００円の報恩講ご懇志を御
願い申し上げます。何卒ご協力の程宜
しく御願い申し上げます。 

 
 

感染対策へのご協力をお願い致します 
 
① 入堂前に検温、手指の消毒をしてお
入りいただきます。（発熱のある方、
体調不慮の方は参詣をご遠慮くだ
さい） 

② 参詣の際はマスク着用を願います 
③ 勤行時の発声はお控えください 
④ 堂内の飲食をご遠慮いただきます 
⑤ お斎はお持ち帰りいただきます 
⑥ 参詣者名簿作成にご協力ください 
⑦ 本堂内は座席を４０席程度に制限
させて頂きます。 

 
ご不便をおかけしますが 
よろしくお願いいたします 

 
 

ご法話のご案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍の仏事のお願い 
 
コロナ禍にありますが、仏事の伝統

を絶やさぬようにお勤めさせていただ
いています。仏事を大事にしてくださ
って有難うございます。 
感染対策として何より有効なのは換
気だといいます。ご自宅でご法事をお
開きいただく際も仏間の換気とマスク
着用のご協力をよろしくお願いいたし
ます。ご不便をお掛け致しますが、何
卒宜しくお願い致します。 
 

 13日（土）  

聖徳太子絵解法話 

午前：正琳寺住職 野田 慈勝師 

午後：久証寺住職 名和 正真師 

14日（日） 

法  話 

午前：善慶寺住職 住田 昭信師 

１１月１３日(土) 

 

午前９時半 「初日中」 

 「御文」 

仏教讃歌 

「絵解き法話」 

 

 午後1時 「大逮夜」 

 「御伝鈔」 

「絵解き法話」 

午後3時半 終了 

 

１１月１４日(日) 

 

午前９時半 「満日中」 

「御俗鈔」 

仏教讃歌 

「法話」 

午後1時半「お浚
さら

い」 

「御文」 

午後２時 終了 



本年秋より 
境内で２つの工事が始まります 

 
① 境内北側町道擁壁工事のお知らせ 
 
昨年崩落した境内地北側の町道擁壁

の改修工事が始まります。これは町が
行う工事で、本年度末の３月末まで予
定している工事になるそうです。皆様
にご心配をおかけしてきた状況が長く
続きましたがこれで一安心です。 
 

② 書院改修工事のお知らせ 
 
本堂と庫裏をつなぐ建物はお寺とし

て客人をお迎えする玄関です。現在の
建物は築５０年ほどですが、本堂や奥
の書院とのつなぎからの雨漏りがひど
く老朽化が進んでしました。奥の書院
はさらに古く大正年間の建物で、耐震
改修も難しい構造です。部屋数も畳数
も寺の行事を務めるのに十分にないの
で、思い切って改修工事をさせていた
だくことにいたしました。完成は来年
１０月を予定しています。 
いずれの工事期間中も境内へのお車

の乗り入れはこれまで通り出来ます
が、完成までは境内が工事区間となり
ます。皆様のご不便をおかけします
が、何卒ご容赦のほど宜しくお願い致
します。 
 
 

法語に思う 
 
死（別れ）は必然、生（出会い）は偶

然という言葉をたまに耳にします。こ
のことは何でもない時には受け入れや
すくても、親しい人や身近な人との死
（別れ）に際しては、私たちは戸惑い、
狼狽えるほかないことがほとんどでは
ないでしょうか。病気が進行して長く

はないということを聞いていて覚悟し
ていたとしても、その時が来た時に「必
然」のこととして受け入れることはと
ても難しいことだと思います。 
何事も一つの終わりは次の始まりだ

といいます。死（別れ）はいったい何の
始まりなのでしょうか。「死を師とする」
という言葉を教えていただいたことが
あります。「やがて死する身を抱えた事
実に訪ねゆけ」ということなのでしょ
うか。 
頭では理解できてもなかなか頷けな

いなあと思っていたら逆な気がしてき
ました。身は頷いていて逆らおうとし
ていないのに、頭が拒んでいるのでは
ないかという気がしてきました。皆さ
まは如何でしょうか。頷いていないの
は果たしてどちらだと思いますか？ 
 
 

定例会のご案内 
 

～さんかの会～ 
讃歌を楽しむ会 

毎第２，第４金曜日 

 
～皆画の会～ 

絵と仏語、折り紙の会 
毎月第１金曜日（第３又は第5に変更の場合有り） 

 

どちらも午後1時半から4時頃まで 
会費：1回100円（おかし代） 

 
満たんヨガ 

毎月最終月曜日 

午後7時半から9時まで 

 

講師 新美成果さん 

参加費1，000円（高校生以上） 

※中学生以下のお子さま一人は無料 

但し保護者同伴のこと 

 



令和4年度 行事予定表 
 

法要・行事 月 日・時刻 

修正会  1月 １日（土）１０：００～ 

春の彼岸会  ３月２1日（月）１０：００～ 

永代経  ６月１1日（土）１０：００～ 

サマー寺子屋 

夏の花祭り 
 ７月30日（土）１０：００～ 

盂蘭盆会 ８月１３日（土）～１５日（月） 

秋の彼岸会  ９月２3日（金）１０：００～ 

納骨総経 １０月22日（土）１０：００～ 

報恩講 １１月１３日（日）１４日（月） 

本山納骨 調整中 

除夜の鐘 １２月３１日（土）２３：４５～ 

 
令和4年度 年忌法要表 

 

年忌法要 還 浄 年 

１ 周 忌 令和3年 

３ 回 忌 令和2年 

７ 回 忌 平成28年 

１３ 回 忌 平成22年 

１７ 回 忌 平成18年 

（２３ 回 忌） 平成12年 

２５ 回 忌 平成10年 

（２７ 回 忌） 平成 8年 

３３ 回 忌 平成 2年 

（３７ 回 忌） 昭和61年 

５０ 回 忌 昭和48年 

 

ご法事は朱蝋、打敷、焼香のご準備を 

※ＨＰのＷＥＢ忌日表もご活用下さい 

（ご命日を入力→年忌年ご確認） 

 
【後書き】 
▼通信３１号をやっと出すことができ
ました。前号は昨年の報恩講前、実に１
年ぶりの発行になってしまいました。
コロナの様子を見すぎていた感は否め
ません。大変失礼いたしました。With
コロナという言葉をこの１年でずいぶ
ん聞きました。コロナとともにあるし
かないのですが、そんな中で随分と「一
期一会」ということが失われてきたと
いうことに最近漸く気が付きました。
困難の中ですが、私たちの先達はそん
な中でお念仏申してきてくださいまし
た。だから私たちは今ここにお念仏に
遇えています。お念仏申してきたご先
達たちに今こそ訪ね行く時が来ている
気がしてなりません。▼大みそかには
例年のごとく「除夜の鐘」を 23 時 45
分頃から撞きます。昨年は感染拡大が
みられる中で参加者は数えるほどでし
た。今年はどうだろう。過ぎ去る一年を
見つめ直し、ともに新しい年を迎えた
いものです。 
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